
平成２８年度協働推進員研修 

「協働とフューチャーセッション」 

 

とき   平成２８年８月１８日(木) ９：３０～１１：４５ 

ところ  中央公民館３０２会議室 

参加者 協働推進員２５名 

講師   小田切 康彦（徳島大学総合科学部 准教授） 

      佐野 淳也（同志社大学政策学部 准教授 

(一社)しこくソーシャルデザインラボ 代表理事） 

内容   人口減少と地域経済縮小の克服を目的とした地方創生の取組みでは、地

域の課題に対し、市民と行政が協働し地域の特性に即した課題解決が求められてい

ます。そのため、今後は様々な場面で「対話」をベースとした市民参加が増えてくるこ

とが見込まれます。そこで、研修の前半では小田切先生より「市民協働によるまちづ

くりの意義と可能性」について講義していただきました。また後半では、佐野先生より

「フューチャーセッション～協働と対話による未来づくり手法～」と題し、立場の違いを

超えた対話により協調アクションを生み出す場となるフューチャーセッションについて

講義していただき、市民ニーズの抽出から協働していくコツについて、ワークショップ

を交えて教えていただきました。 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


